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章において，推定誤差関数の種々の解析の結果，無相関最短 2 値系列 (UM系列)が得られ，この系
列のくりかえしが同定用試験信号として用いられることが示される。そして同定の過程における UM
系列の利点、が示される。 3 章において， UM系列の実現がブロックデザインの問題として取り扱われ











kov sequence モデルで記述されている。まず 4 章は Kalman filter に基づいた帰還路をもたない，推定
系を与える。 5 章では Gauss-Markov ノ f ターンに対して雑音を含まない帰還路を用いた場合の最適な
フィードパック推定系が得られる。推定系の最適化は送信機と推定機(受信機)の自乗誤差最小の意
味での最適化である。期待された結果として，推定誤差は帰還路をもたない方法による誤差と比べて









論文で提案した帰還路をもっ推定系は通信，パターン認識，制御系の systematic analysis と設計に広
く応用できる。
論文の審査結果の要旨
本論文はシステムの同定と遠隔推定・遠隔制御におけるパターン推定に関する研究について述べた
ものである。前者についてはシステムの動特性推定に無相関最短信号系列を用いた新しい同定法を提
案し，信号設計にブロック・デザインの手法を導入した理論的考察により，信号系列の存在と実現を
解明している。この同定法により簡単な定理でもって短時間に推定精度を上げることが可能となった。
後者については，従来フィード・パック・ループの利用によって情報の伝送能率を高める種々の研
究がなされてきたが 情報源を含めた通信系を動的システムとして取扱われていなかった。ここでは
情報源として通常考えられるマルコフ性をもっ時系列パターンに対して状態変数アプローチを導入し，
かなり一般的な定式化のもとにフィード・パック推定系の最適化問題が解かれてパる。しかも比較的
簡単なアルゴリズムで推定系が構成でき，情報理論，推定理論の立場から系の特性と限界が論じられ
ている。また従来の研究は定常なパターンに対してのみなされてきたが本論文で確立された手法は
非定常な時系列パターンについても適用可能で、あることが示された。以上の研究成果は情報処理にお
ける時系列パターン推定に関する基本的問題について多くの有益な知見を与えるものであり，この方
面の研究に対する有意義な貢献と考えられる。よって本論文は博士学位論文として価値あるものと認
める。
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